
 

 

～夏の暑さから子供を守りましょう～ 

 

ほけんだより

 

～今月の健康状況～ 

溶連菌感染症…6 名 

伝染性紅斑…７名 

胃腸炎…1 名 

手足口病…１名 

発熱…22 名    

             その他 

熱中症が心配な時期になりました。梅雨明け直後は暑い日が続きます。無理のないよう徐々に暑さ
に体を慣らしながら、元気に過ごしていきましょう！ 
 
 



流行性角結膜炎 
目が腫れ、充血し、普段より多く
目やにや涙が出ます。周りの人
への感染源となるので、タオル
は共有しないようにしましょ
う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

プール遊びが始まるとプール遊びに関連した感染症が流行ることがあります。 

水質は塩素を入れて安全に遊べるように管理していますが、おしり洗いがきれいに

できていないと塩素濃度が低くなり感染症を流行らせてしまうことになります。 

ご自宅でもお風呂の時に子どもたちにおしりの洗い方を伝え、仕上げで一緒に入っ

ている方が洗いましょう。ひとりひとりがきちんと行うことで集団の健康が守られま

すのでよろしくお願いいたします。子どもだけでお風呂に入ることは溺水などの事

故が起こることもありますので大人と一緒に入るようにお願いいたします。 

夏かぜ 
大人の夏かぜは症状が穏やかな場合が多いのですが、子どもの場合は症状が重く
なることがあります。 
プールを介して感染することが多い「プール熱」や、口内炎のできる「ヘルパンギー
ナ」、手・足・口に水ほうができる「手足口病」などは、子どもがかかりやすいウイルス
性の夏かぜの代表格で、症状の変化に注意が必要です。 
高熱が出て嘔吐などが見られる時は、医療機関を受診しましょう。予防法は、冬場と
あまり変わりません。部屋の乾燥を防ぎ、手洗いをしっかり行い、ビタミンＣをしっかり
ととって規則正しい生活を心がけましょう。 

 

手足口病 
手の平、足の裏、口の中に
水ほうができ、発熱する
こともあります。食事は
喉越しのよい物を食べま
しょう。 

ヘルパンギーナ 
突然の高熱と喉の痛み、口の
中の水ほう、口内炎が特徴で
す。症状が軽ければ１～４日
くらいで解熱します。 

咽頭結膜熱（プール熱） 
プール（タオル等）で感染することも
あり、高熱が３～５日くらい続き、喉
の痛み、目の充血やかゆみなど結膜炎
のような症状も出ます。食事は消化の
よい物を食べましょう。 


